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一購演一
◇教授　久保田　広「物理学としての色彩論」応胴物狸
学会秋季講演会綜合講演（1952．10．10）

◇教授　久保田　広「干渉フィルターについて」写真，
印欄学会共同講演会（1952．10．29）

◇教授　久保田　広「反射防止膜，干渉ブイルターの諸
問題」光学懇話・会第2回講演・会（1952・10・26）

鑛姦色態轡購綴鐵霧羅野誘業舘命
◇技術研究生　沢木　　司　「二層反射防止膜について」
日本物理学会駄季講演会（1952．11．2）

◇助教授　小川岩雄，申田一郎，道家忠義「気体
吸潜膜の表颪電位の測定」同上（1952・11・1）

◇助教授　小川岩雄「計数管の放電機構」同上，放電
シンポ’ジウム（1952・11・3）

＆鱗裂圭儒霧梨鷲禦i類≡嘉塾搬誘
◇教授　鈴木　弘，　橋爪　伸「金属の変形抵抗に
関する研究（第1報，実験装置の特性）（第2報，銅の衝
撃圧縮試験）」機械学会，塑性加工に関する專門購演会
（1952．11．7．》8）

◇教授　星野昌一「色彩調整の原理」カラ・一ダイナミ
ヅクス（色彩調整）特別講演会……主催高分子学会，日本
繊維機械学会，日本化学会，日本機械学会（195211・18）

錺懇爵轟嚢漉鄭轟i己晶罫歯鷲翻
綜合講演会（195212．13）

一寄　稿一
　　　　　　　　　　　　小瀬輝次“On　the　Effect◇教授　久保田　広，技官
of　Dispersion　and　Multiple　Reflection　upOn　th6
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◇教授　久保鞠　賦「Co垂or　Space一麹理学としでの色
彩論一」』縫本駁鯉学会誌　第7管第5号，勤2《9（1952）

◇大学院学生　申村日色「顯微鏡の結像理論について」
応用物理第21春第7号，P・　251（1952）

灘吸鱒薙葦蚕溝螺糠鷺嚢暫
561（1952）

雛、。撃木弘「多段灘灘椥麟会誌

窪灘醜轟）糟羅観纒霰野轟暮購
　号（第1部類）
　◇教授　宮津純，豊倉富太郎、「容器内で回転する円板
　の流体摩擦挺抗について」同上，同上
，◇教授　竹中現雄，笹谷重康「研創伶用に闘する研究
　第1報，といしの目立効果について）」同上，第18雀第
　74号　（第rv部類）

　一現地実験一
　◇助教授安藤良夫，助手高橋幸伯，特研生飯
　田国広「進水時船体応力計測」20，000トン型タンカー
　ADRIAS　日本鋼管鶴見造船所において（1952．10・1），
　10，500トン型貨物船　香椎兎　石川島窺船所において
　（1952．11．2）

　一海外留学一
　◇助教授　末岡清市　Ottawa市（Canada），　Natiρnal
　Research　CouncilのPhysics　Departtnent　Laboratory
　においてPostdoctorate　fellowshipの賢絡で理論物理
　学研究の潅め，11月11日神戸発渡航した。
　◇特研生　佐藤　浩　New　York市（U．　S．　A），　Poly・
　techn・ic　　Inしstitute　　of

Brooklynにおいて，笙
気力学研究のため11月
13日横浜発渡航した。

　　　　　　　　　　　　　　　　筆　　　　者

◇兼重寛九郎　本所々長　　　STAC協議員
◇宮津　純　教授工博　專攻流体力学，流体機械学
◇安芸鮫一　教授工博（兼）安本賓源調査会事務局長
◇井口昌平助教授　　專攻水工学（水理学）
◇高橋　裕大学院特研生　專攻　　〃
◇鳥飼安生　助教授　　　專攻昔響工学，粘弾性学書

◇根岸勝雄　大学貌特研生　專攻　超普波測定

◇川崎寛司　助手　　　專攻機械工学

　紹
◇中村康治
◇富永巽郎
◇久保慶三郎
◇久保田・広

◇小瀬輝次

介

講師
助教捜
助教授

　專攻加工冶金学
　專攻質量分析計，真空技術
專攻土木構造学，材料強弱学

　　　　　　教授工博專攻位相差顯微鏡，干渉薄膜
　　　　　　講師　　　專攻午渉色の色彩論酌研究
◇岡本舜三教綬，工博專攻構造力学，応用弾性学
◇高橋武雄教授工博　　　　　　　　　　　　　專攻有機工業分析学
◇中田重夫　大学院特研生　專攻土木工学

　　　編　集　後　記
◇生産技術研究所の機関誌として生
れ変つた新しい「生産研究」の第1
号をts手許rg　Se届けする。内容・体

裁どもに薪発足の趣旨に添うようせ
いぜい努めたつもりであるが，出来
栄えをどう思われたであろうか。
◇研究窒と生産現揚とを直結するた
めに，大学の研究所が象牙の塔の扉
を自ら開いて，この種の解臨雑誌の
編集・発行を行うことは，いるいろ

の困難や批判があるにもせよ，学問
の民主化という点で少からぬ意義が
あることだけは確かであろう。

◇本号の研究解號3篇にしても，各
分野の貴重な研究成果に気楽に近づ
けるという点で，多忙な読者各位に，

きつと歓迎していただけると思う。
そしてその成果をどしどし平和的産
業の進歩に活用していただきたいも
のである。ただ“軍事的活用”だけ
は平に御免を蒙りたい。（1・0．）
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　本誌の購読ご希望の方は
下記へご照会下さい。

　千葉市彌生町1
　　生産技術研究奨励会

　　振替口座東京108697
　頒価は
　牛年分300円〒36円
　　1年分600円〒72円
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